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きずなきずな 町木「ツバキ」町木「ツバキ」町花「はまゆう」町花「はまゆう」

　
秋
分
の
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
少
し
過

ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た

ま
さ
に
酷
暑
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　
生
活
環
境
を
語
る
時
よ
く
使
わ
れ
る
言

葉
の
一
つ
に
（
私
た
ち
の
時
代
は
こ
う
だ

っ
た
）
と
言
わ
れ
る
が
こ
の
言
葉
が
通
用

し
な
い
ど
こ
ろ
か
そ
の
年
代
の
人
々
が
最

初
に
こ
の
言
葉
を
封
印
し
た
よ
う
に
思
え

る
。

　
議
会
で
も
、
本
会
議
及
び
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
熱
い
意
見
が
執
行
部
と
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
。

　
田
畑
の
畦
畔
で
は
、
あ
ち
こ
ち
に
赤
い

彼
岸
花
が
咲
い
て
い
る
。
時
が
過
ぎ
次
は
、

気
持
ち
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
な
色
の
花

が
苓
北
町
で
は
咲
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
次
回
の
補
正
や
新
年
度
の
予
算
で
は
少

し
ゆ
と
り
が
あ
り
、
過
ご
し
や
す
い
予
算

の
組
み
立
て
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

（
9
月
中
旬
）

議
会
広
報
委
員
会

皆様の傍聴をお待ちしております。

9月定例会の傍聴者は、

　　　　　119人でした。

12月です。

次の定例会は

議事録は 『苓北町役場ホームページ』

https://reihoku-kumamoto.jp/

　　　　　　　　　gikai-gijiroku/

で閲覧できます。

議  会  日  誌
※主なものを載せています

上記の順で開いて行くと一般質問の様子が

録音放送にて聞けます。

“定例議会の一般質問が
インターネットで聞けます”

苓
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

各
課
か
ら
の
案
内

議
会
事
務
局

議
会
質
疑
応
答
・
音
声

➡ ➡ ➡

第21回苓北町議会定例会

決算審査特別委員会（11～13日）

第6回関西天草交流会

広報委員会

熊本県町村議会議員研修会

広報委員会

熊本県町村議会議長会

　　理事・郡事務局長合同会議

７月

８月

９月

10月

23日

24日

25日

31日

7日

8日

24日

27日

30日

7～14日

22日

14・25日

4日

２・5・10日

16～17日

天草・出水県際交流促進協議会総会

天草広域連合議会運営委員会

町民福祉常任委員会

熊本県町村議会議長会　理事会

第20回苓北町議会臨時会

天草広域連合第3回定例会

天草地域国県道路

　　整備促進期成会総会

議会運営委員会

天草ジオパーク推進協議会

世界一の陶石の産地

第30回天草西海岸 窯元めぐり

世界一の陶石の産地

第30回天草西海岸 窯元めぐり
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声
も
沢
山
聞
い
て
い
る
が
、
排
水

の
件
が
特
に
気
に
な
る
。
図
面
の

左
側
の
カ
ー
ブ
の
所
に
も
、
雨
の

日
は
流
水
が
い
っ
ぱ
い
溜
る
。
流

水
が
多
い
の
で
そ
こ
を
加
味
し
て

ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

髙
戸
議
員

　

林
道
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、

集
水
面
積
、
末
端
の
排
水
処
理
等

検
討
課
題
も
多
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
元
の
方
々

は
、
一
刻
も
早
い
着
工
を
望
ま
れ

て
い
る
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
問

題
等
々
あ
る
が
、
こ
の
工
事
は
、

新
た
な
林
道
開
設
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
災
害
復
旧
事
業
と
い
う
、

査
定
絡
み
の
事
業
で
あ
る
。
早
期

の
着
工
を
望
み
賛
成
を
す
る
。

平成30年度　第２０回議会臨時会　  開催日：８月７日平成30年度　第２１回議会定例会　  開催日：９月７日～14日

浜
口
議
員

　

商
工
費
、
商
工
業
振
興
費
、
商

工
会
補
助
金
は
、
町
も
進
め
て
い

る
町
づ
く
り
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
町
の
事
業
に
沿
っ
た
形
で
民

間
の
方
が
頑
張
っ
て
国
際
大
会
ま

で
出
ら
れ
る
と
い
う
快
挙
を
挙
げ

ら
れ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

補
助
金
と
い
う
よ
り
も
報
償
費
で

の
予
算
を
検
討
す
べ
き
。

　

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、

切
り
土
法
面
が
非
常
に
高
い
。
通

行
さ
れ
る
方
の
安
全
上
危
険
。
そ

し
て
、
こ
の
盛
土
、
捨
て
土
場
所

は
、
被
災
個
所
の
す
ぐ
隣
の
谷
で

あ
る
。
谷
の
水
量
検
査
は
本
当
に

し
て
あ
る
の
か
疑
問
。
土
留
め
擁

壁
も
貧
弱
。

　

処
理
さ
れ
る
4
万
3

ｍ
、
5
万
3
ｍ
、

あ
る
い
は
も
っ
と
大
量
の
土
を
適

切
に
盛
土
処
理
す
る
た
め
に
水
の

処
理
等
を
十
分
に
検
討
す
べ
き
。

そ
う
い
っ
た
も
の
を
見
直
し
て
再

度
の
提
出
を
望
む
。
よ
っ
て
反
対
。

松
本
議
員

　

「
世
界
大
会
（
に
っ
ぽ
ん
の
宝

物
ジ
ャ
パ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

さ
れ
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
世
界
大

会
）
参
加
の
件
」
に
つ
い
て
は
全

額
町
負
担
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
「
個
人
負
担
全
額
を
町

で
見
る
」
と
い
う
事
で
再
度
提
案

し
、
議
会
審
議
を
行
う
事
で
、
今

回
の
提
案
に
反
対
す
る
。

野
﨑
議
員

　

商
工
会
補
助
金
（
世
界
大
会
出

場
旅
費
）
に
つ
い
て
は
２
分
の
１

で
は
な
く
全
額
、
町
が
負
担
を
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
原
案
に
反
対
す
る
。

石
田
議
員

　

地
滑
り
の
件
だ
が
、
地
元
の
住

民
は
こ
の
道
路
が
早
く
完
成
す
る

事
を
願
っ
て
い
る
。
不
便
だ
と
の

提案された議題（補正予算）については、すべて原案どおり承認　　しました。 （単位：千円）

議 案 等

承認第10号

議案第42号

項　　　　　目 補 正 額
補正後の
予 算 額

賛　　　　　否

専決処分
平成30年度一般会計（第2号）

平成30年度一般会計（第3号）

18,095 

172,083 

4,593,445 

4,765,528 

全員賛成

賛成：７
反対：４（松本・石田・野﨑・浜口）

災害復旧
査定委託料他

森林基幹道
災害復旧費他

備　　　考

　

法
律
の
改
正
等
に
よ
り
、

４
件
の
条
例
改
正
案
等
が
、

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

〇
苓
北
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
内
容

・
個
人
町
民
税
の
基
礎
控

除
等
の
見
直
し
に
係
る

規
定
の
整
備

・
固
定
資
産
税
の
わ
が
ま

ち
特
例
の
追
加

・
大
法
人
の
法
人
町
民
税

に
係
る
電
子
申
告
の
義

務
化

・
町
た
ば
こ
税
率
の
段
階

的
引
き
上
げ
と
加
熱
式

た
ば
こ
の
課
税
方
式
の

見
直
し

〇
苓
北
町
国
民
健
康
保
険

高
額
医
療
費
資
金
貸
付

基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

主
な
内
容

・
本
制
度
の
代
替
措
置
と

し
て
国
民
健
康
保
険
高

額
療
養
費
委
任
払
実
施

要
綱
を
制
定
し
対
応
す

る
こ
と
に
伴
い
貸
付
基
金
を
廃

止
〇
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
一
部
変
更

主
な
内
容

・
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
員
を
構
成
全
市
町
村
の

長
又
は
議
会
の
議
員
に
よ
り
組

織
す
る
よ
う
変
更
【
同
文
議
決
】

〇
苓
北
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
内
容

・
議
会
常
任
委
員
会
の
数
を
３
委

員
会
か
ら
２
委
員
会
に
、
委
員

の
定
数
を
４
人
か
ら
６
人
に
改

正
　
錦
戸
　
幸
春
氏
（
坂
瀬
川
）

坂
瀬
川
財
産
区
管
理
会
委
員
に

　
　
　
選
任
が
決
ま
り
ま
し
た

◎
町
内
の
福
祉
施
設
を
視
察

調
査
し
ま
し
た
。

①
実
施
日

　

平
成
30

年
7
月
25
日
（
水
）

②
視
察
し
た
施
設　
　
　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

　

都
呂
々
保
育
園

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
康
園

③
調
査
結
果

　
　

何
れ
の
施
設
に
お
い
て
も
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
施
設
内
が
明
る

く
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る

家
庭
的
な
雰
囲
気
で
あ
り
、
利

用
さ
れ
て
い
る
方
は
笑
顔
で
明

る
く
、
生
き
生
き
と
生
活
さ
れ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

町
民
福
祉
常
任
委
員
会

寿康園視察の様子

条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

【補正予算】

【請負契約】

議 案 等

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

議案等

議案第５６号

議案第５７号

全員賛成

全員賛成

件　　　　　　　　名

森林基幹道苓北天草線災害復旧工事（地滑り工事）

富岡浄化センター更新事業委託協定

請負金額（円） 賛　否

127,440,000 

188,500,000 

契約の相手方

前川建設株式会社

日本下水道事業団

平成30年度一般会計（第4号）

平成３０年度坂瀬川財産区
特別会計（第１号）

平成３０年度都呂々財産区
特別会計（第１号）

平成３０年度国民健康保険
特別会計（第１号）

平成３０年度介護保険
特別会計（第１号）

平成３０年度後期高齢者医療
特別会計（第１号）

平成３０年度水道特別会計
（第１号）

平成３０年度下水道特別会計
（第2号）

平成３０年度農業集落
排水特別会計（第１号）

平成３０年度特定地域
排水処理事業特別会計（第１号）

平成３０年度宅地造成事業
特別会計（第１号）

321,849 

854 

1,043 

52,601 

29,424 

3,424 

2,919 

2,772 

469 

1,115 

279 

5,087,377 

19,737 

50,876 

1,182,944 

945,664 

118,122 

215,767 

374,468 

18,365 

47,610 

7,373 

前年度繰越金・国庫負担金・
災害復旧費他

前年度繰越金

前年度繰越金

前年度繰越金

前年度繰越金・基金積立金他

前年度繰越金・システム
改修委託料他

前年度繰越金・一般管理費他

前年度繰越金・一般管理費他

前年度繰越金・一般管理費他

前年度繰越金・一般管理費他

前年度繰越金

項　　　　　　目 補 正 額 補正後の予算額 備　　　　考 賛　否

（単位：千円）

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
!!

平
成
30

年
度
一
般
会
計
（
第
3
号
）
に
対
す
る
討
論

提案された議題についてはすべて原案のとおり　　しました。

反
対
討
論

賛
成
討
論

可
決

可
決
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一
般
会
計

●
歳
入

①
町
税
等
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、

負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
に

も
引
き
続
き
努
力
さ
れ
た
い
。

②
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
に
つ

い
て
は
、
返
礼
品
の
充
実
を
図

り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

ら
れ
た
い
。

③
苓
北
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
わ

れ
た
い
。
ま
た
、
富
岡
城
内
の

交
通
環
境
整
備
に
努
め
、
歴
史

資
料
館
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所

蔵
品
の
充
実
な
ど
も
創
意
工
夫

さ
れ
、
入
館
者
の
増
加
を
図
ら

れ
た
い
。

●
歳
出　

①
結
婚
事
業
に
つ
い
て
は
、
成
婚

に
繋
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

創
意
工
夫
し
再
検
討
さ
れ
た
い
。

②
都
呂
々
ダ
ム
共
同
管
理
費
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
都
呂
々
ダ
ム

の
収
支
等
の
現
状
を
再
確
認
し
、

引
き
続
き
熊
本
県
（
熊
本
県
企

業
局
）
と
負
担
金
の
見
直
し
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
い
。

③
新
た
な
宿
泊
施
設
の
誘
致
を
含

め
た
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行

い
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
、
雇

用
の
確
保
、
拡
大
に
努
め
ら
れ

た
い
。

④
町
有
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

危
険
個
所
を
再
確
認
し
、
危
険

個
所
の
表
示
を
行
い
、
補
修
、

危
険
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤
公
民
館
活
動
を
は
じ
め
、
社
会

教
育
行
政
の
充
実
を
図
ら
れ
た

い
。

特
別
会
計

①
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

　

健
康
保
持
増
進
の
取
り
組
み
を

進
め
ら
れ
た
い
。

②
介
護
保
険
特
別
会
計
　

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

③
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

分
譲
区
画
の
価
格
の
見
直
し
を

含
め
、
販
売
促
進
の
調
査
研
究

を
行
い
、
売
却
に
努
め
ら
れ
た
い
。

※
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
少
数
意
見
報
告
書
が
提
出

提
出
者
：
浜
口
雅
英

賛
成
者
：
松
本
良
人
・
石
田
み
ど

　
　
　

り

◎
意
見
の
要
旨

　

平
成
29

年
度
一
般
会
計
決
算
の

認
定
は
下
記
理
由
に
よ
り
反
対

す
る
。

　

本
来
、
企
業
誘
致
等
の
産
業
振

興
、
道
路
の
舗
装
や
維
持
管
理
、

教
育
環
境
の
整
備
等
、
町
民
の
生

命
財
産
を
守
る
こ
と
、
そ
し
て
、

生
活
に
密
着
し
た
項
目
を
第
一
に

考
え
た
行
政
の
執
行
が
求
め
ら
れ

る
べ
き
だ
が
、
本
決
算
は
都
市
再

生
整
備
計
画
に
よ
る
富
岡
城
関
連

施
設
の
復
元
等
が
重
点
的
に
執
行

さ
れ
た
。

　

こ
の
様
な
住
民
生
活
に
直
接
的

に
利
便
性
の
な
い
箱
物
行
政
は
、

こ
れ
の
維
持
管
理
の
た
め
に
、
今

後
の
町
の
行
政
、
財
政
運
営
に
大

き
な
負
担
を
か
け
る
事
に
な
る
。

よ
っ
て
、
認
定
第
１
号
、
平
成
29

年
度
一
般
会
計
決
算
は
認
定
で
き

な
い
。

◎
報
告
第
6
号

　

29

年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
等

（
説
明
）

・
実
質
公
債
費
比
率     

1
2
・
0
％

・
将
来
負
担
比
率     

1
2
8
・
3
％

◎
報
告
第
7
号

　

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及

び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評

価
報
告

（
説
明
）

　
　

学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
施

策
報
告
と
そ
の
評
価
。

平成２９年度決算審査特別委員会（９月１１日～１３日）平成２９年度決算審査特別委員会（９月１１日～１３日）
一般会計決算・特別会計決算、すべて「認定」しました。一般会計決算・特別会計決算、すべて「認定」しました。

平成29年度決算の状況 （単位：円）

（単位：円）（H30.3.31現在）

（単位：千円）（H30.3.31現在）

基金の現在高

町債残高の状況

区　　　分
歳入決算額

（1）

歳出決算額

（2）

形式収支額

（1）－（2）＝（3）
基 　 　 金 決算年度末残高

町 　 　 債 決算年度末残高

一 般 会 計

　　坂瀬川財産区

　　都呂々財産区

　　国民健康保険

　　介護保険

　　後期高齢者医療

　　水道

　　下水道

　　農業集落排水

　　特定地域生活排水処理事業

　　宅地造成事業

5,204,713,650

19,017,591

48,561,320

1,320,655,367

896,628,054

109,978,605

227,908,679

348,097,733

18,560,332

46,624,122

4,978,680

8,245,724,133

5,049,642,807

163,500

1,117,584

1,269,340,401

878,143,518

108,391,264

222,988,914

345,324,539

18,051,089

44,998,530

4,697,708

7,942,859,854

155,070,843

18,854,091

47,443,736

51,314,966

18,484,536

1,587,341

4,919,765

2,773,194

509,243

1,625,592

280,972

302,864,279

一 般 会 計

特 別 会 計

合 　 　 計

1,086,464,428 

141,980,029 

1,228,444,457 

一 般 会 計

特 別 会 計

合 　 　 計

7,789,265 

3,157,864 

10,947,129 合　　　　計

特
　
別
　
会
　
計

松
本
議
員

　

企
画
費
（
企
業
誘
致
対
策
費
）

予
算
１
６
，
７
１
７
，
０
０
０
円

が
計
上
さ
れ
１
６
，
３
８
８
，
２

８
５
円
の
支
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
常
に
期
待
を
持
ち

な
が
ら
、
こ
の
予
算
に
望
ん
で
き

た
。
そ
し
て
、
予
算
の
決
定
を
し

て
き
た
が
そ
の
成
果
は
見
ら
れ
な

い
。

　

ま
た
、
目
的
外
の
使
用
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
？

　

今
後
の
社
会
教
育
の
重
要
性
を

訴
え
た
が
、
一
向
に
検
討
、
改
善

が
見
ら
れ
ず
、
改
善
ど
こ
ろ
か
衰

退
し
て
い
る
所
も
見
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
案
に
反
対
す
る
。

石
田
議
員

　

私
は
一
般
会
計
全
部
に
反
対
で

は
な
い
。
町
も
努
力
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
事
は
認
め
る
。
一
般

質
問
で
も
申
し
た
が
、
町
民
か
ら

の
要
望
と
し
て
、
行
政
通
信
で
も

あ
が
っ
て
い
て
、
計
画
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
執
行
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
件
。
町
長
に
は
謝
罪
を

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
町
民
の
立

場
に
立
ち
、
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
の
行
政
運
営
を
す
る

べ
き
。
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
報
告
、

連
絡
連
携
、
相
談
そ
れ
に
点
検
も

加
え
て
も
ら
っ
た
行
政
運
営
を
希

望
し
、
一
般
会
計
決
算
認
定
に
反

対
す
る
。

浜
口
議
員

　

決
算
の
審
査
は
、
町
政
の
チ
ェ

ッ
ク
機
関
と
し
て
、
予
算
の
執
行

と
行
政
成
果
の
検
証
は
勿
論
、
次

年
度
以
降
に
向
け
て
の
施
策
の
推

進
、
財
政
の
進
め
方
を
提
言
し
て

い
く
重
要
な
機
会
。
数
の
力
だ
け

で
の
行
政
で
な
く
、
ど
の
様
な
施

策
が
町
民
の
た
め
に
な
る
か
を
熟

知
し
、
決
算
を
検
証
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

私
は
、
29

年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
審
議
に
４
人
の
賛
成
者
を
得

て
、
「
企
業
誘
致
等
の
産
業
振
興
、

道
路
の
舗
装
や
維
持
管
理
、
教
育

環
境
の
整
備
等
、
町
民
の
生
命
財

産
を
守
る
事
、
つ
ま
り
、
生
活
に

密
着
し
た
項
目
を
第
一
に
考
え
た

行
政
執
行
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
だ

が
本
予
算
は
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
に
よ
る
富
岡
城
関
連
施
設
の

復
元
等
が
重
点
的
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
様
な
住
民
生
活
に
直

接
的
に
利
便
性
の
な
い
箱
物
行
政

は
、
こ
れ
の
維
持
管
理
に
、
町
の

行
政
、
財
政
運
営
に
大
き
な
負
担

を
か
け
る
事
に
な
る
。
」
と
し
て
、

平
成
29

年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

反
対
し
た
。

　

今
回
こ
の
１
年
間
の
施
策
の
執

行
状
況
を
振
り
返
り
、
同
様
の
理

由
か
ら
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

山
下
議
員

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次

産
業
の
支
援
・
都
市
再
生
整
備
計

画
事
業
に
よ
る
天
草
の
要
害
で
あ

り
、
苓
北
町
の
観
光
の
拠
点
で
も

あ
る
富
岡
城
関
連
施
設
の
整
備
・

町
民
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
の

各
種
検
診
・
介
護
予
防
事
業
の
取

り
組
み
・
被
災
し
た
道
路
、
河
川
、

港
湾
の
復
旧
事
業
の
取
り
組
み
な

ど
、
平
成
29

年
度
の
苓
北
町
一
般

会
計
予
算
の
執
行
は
、
町
民
に
寄

り
添
っ
た
安
心
し
て
生
活
で
き
る

事
業
展
開
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
平
成
29

年
度
苓
北
町
一
般

会
計
決
算
の
認
定
に
は
賛
成
す
る
。

髙
戸
議
員

　

私
は
、
当
初
予
算
に
反
対
し
た

経
緯
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
日
頃
か

ら
是
々
非
々
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
定
例
会

及
び
臨
時
議
会
に
お
い
て
提
出
さ

れ
た
議
案
に
対
し
、
賛
成
を
す
る

一
方
で
反
対
討
論
も
行
っ
て
き
た
。

支
出
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
事
実

考
え
る
こ
と
も
あ
る
。
決
算
審
査

特
別
委
員
会
か
ら
要
望
さ
れ
た
事

項
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
い
今
後

の
補
正
及
び
来
年
度
の
予
算
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
信
じ
決
算
認
定

に
は
、
賛
成
す
る
。

野
﨑
議
員

 

平
成
29

年
３
月
の
予
算
審
査
の

折
に
は
、
富
岡
城
関
連
施
設
整
備

の
予
算
等
は
町
民
に
対
し
充
分
な

説
明
と
理
解
が
な
さ
れ
て
い
な
い

な
ど
の
理
由
に
よ
り
反
対
を
し
た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
で
も
一
般
質

問
で
要
望
・
意
見
等
を
述
べ
た
よ

う
に
、
こ
の
富
岡
城
関
連
施
設
に

つ
い
て
は
ま
だ
、
納
得
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
平
成
29

年
度
予
算
は

す
で
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
９
月

11

日
か
ら
13

日
の
３
日
間
、
厳
正

に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
他
の
予

算
の
執
行
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い

た
と
判
断
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
ほ
ど
歳
入
・
歳
出

に
つ
い
て
執
行
部
に
意
見
・
要
望

等
も
出
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
賛
成

す
る
。

田
嶋
議
員

　

苓
北
の
「
里
山
里
海
」
資
源
を

活
用
し
た
観
光
交
流
ブ
ラ
ン
ド
創

造
事
業
や
都
市
再
生
整
備
計
画
事

業
と
し
て
「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
資
産
」
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
見
据
え
た

国
指
定
史
跡
「
富
岡
キ
リ
シ
タ
ン

供
養
碑
」
の
駐
車
場
整
備
、
富
岡

港
船
客
待
合
所
の
改
修
、
富
岡
港

か
ら
の
交
通
二
次
ア
ク
セ
ス
強
化

等
に
取
り
組
ま
れ
、
人
・
物
の
往

来
が
盛
ん
に
な
る
よ
う
な
事
業
と

な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ら
を

は
じ
め
、
平
成
29

年
度
の
苓
北
町

一
般
会
計
予
算
の
執
行
に
よ
り
、

「
町
民
・
企
業
・
行
政
」
が
そ
の

力
を
発
揮
で
き
た
と
考
え
る
。
職

員
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
攻
め
の
事
業
展
開
に
期
待
す
る
。

　

よ
っ
て
、
平
成
29

年
度
苓
北
町

一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
は
賛
成

す
る
。

原
案
に
反
対
者

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に
対
す
る
討
論

原
案
に
賛
成
者

◎平成29年度一般会計決算の認定について　 賛成８：反対３（松本、石田、浜口）

執
行
部
に
対
す
る
要
望
事
項



一般質問

7 6

苓北町議会だより「きずな」第107号 苓北町議会だより「きずな」第107号 一般質問

一

般

質

問 
（
９
議
員
登
壇
）

一

般

質

問 
（
９
議
員
登
壇
）

紺屋町海岸

山 下 時 義 議員

　

問
　　

田
嶋
章
二
町
長
は
、
平
成

３
年
に
苓
北
町
長
に
ご
就
任
以
来
、

現
在
７
期
目
で
あ
る
。

　

そ
の
間
、
◎
公
共
水
域
保
全
の

た
め
の
下
水
道
整
備
◎
合
計
特
殊

出
生
率
が
、
過
去
最
低
の
１
・
57

に
低
下
し
た
の
が
平
成
２
年
、

「
少
子
社
会
は
国
を
滅
ぼ
す
」
の

持
論
の
も
と
、
少
子
化
対
策
に
着

手
◎
九
州
電
力
苓
北
発
電
所
の
１

号
機
、
２
号
機
の
運
転
開
始
の
見

守
り
◎
天
草
の
要
害
で
あ
り
、
苓

北
町
の
観
光
拠
点
と
な
る
富
岡
城

の
復
元
と
そ
の
周
辺
整
備
◎
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
◎
単
独
で
の

ま
ち
づ
く
り
の
選
択
◎
笹
尾
浄
水

場
更
新
工
事
実
施
の
英
断
等
々
、

そ
の
期
、
そ
の
期
に
尽
力
し
て
こ

ら
れ
た
。

　

今
後
も
企
業
誘
致
、
雇
用
の
確

保
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
田
嶋

章
二
町
長
の
持
て
る
力
、
知
力
を

発
揮
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

平
成
31

年
１
月
に
執
行
が
予
定

さ
れ
る
苓
北
町
長
選
挙
に
つ
い
て

の
田
嶋
章
二
町
長
の
お
気
持
ち
を

お
伺
い
す
る
。

町
長　

私
は
、
平
成
２
年
末
に
海

の
汚
れ
は
、
皆
さ
ん
方
の
毎
日
の

生
活
排
水
が
原
因
と
い
う
こ
と
で
、

下
水
道
を
整
備
し
て
、
公
共
水
域

の
浄
化
に
努
め
る
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
少
子
化
問
題

を
取
り
上
げ
、
大
き
な
支
持
を
い

た
だ
き
、
１
期
目
、
苓
北
町
長
に

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

２
期
目
は
、
平
成
７
年
の
九
州

電
力
苓
北
発
電
所
の
運
転
開
始
に

伴
い
、
九
州
電
力
と
の
環
境
保
全

協
定
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。

　

３
期
目
は
、
天
草
の
中
で
の
平

成
の
大
合
併
、
こ
れ
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
が
浮
上

し
た
。
合
併
を
し
て
も
、
貢
献
で

き
る
地
域
で
あ
り
た
い
と
考
え
、

一
度
、
そ
の
合
併
協
議
に
入
っ
た

わ
け
だ
が
、
我
々
の
考
え
と
他
の

市
町
の
考
え
が
し
っ
く
り
い
か
ず

に
、
独
立
大
道
を
歩
ん
で
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

「
少
子
社
会
は
国
を
滅
ぼ
す
」
と

い
う
こ
と
を
言
い
続
け
て
き
た
。

　

私
の
幼
少
時
代
に
は
、
ひ
と
つ

の
家
庭
で
４
、
５
人
の
子
ど
も
が

い
た
。
義
務
教
育
を
終
え
集
団
就

職
、
そ
の
ま
ま
家
業
の
跡
を
継
ぐ

と
い
う
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
。

今
は
、
自
ら
の
子
ど
も
に
は
、
高

校
、
大
学
に
進
学
さ
せ
た
い
気
持

ち
が
強
く
な
っ
た
と
思
う
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
子
ど
も
は
１
人
か

２
人
、
と
い
う
よ
う
な
家
庭
が
増

え
て
き
た
。
人
口
減
少
、
子
ど
も

の
数
の
減
少
が
続
い
て
き
た
と
考

え
る
。
高
齢
者
が
増
え
た
、
子
ど

も
が
少
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ

と
で
、
今
の
困
っ
た
状
況
が
出
て

き
て
い
る
。
社
会
構
造
の
分
野
分

野
で
、「
事
」
が
成
り
立
た
な
く
な

っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
仕
事
が
多
い

か
ら
大
都
市
に
出
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
数
年
の
状

況
を
見
る
と
、
大
都
市
の
み
な
ら

ず
、
過
疎
地
域
も
、
人
手
不
足
の

様
相
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

諸
々
の
就
業
産
別
で
、
人
手
不
足
、

後
継
者
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

　

私
は
、
そ
の
期
、
そ
の
期
で
そ

れ
ぞ
れ
、
目
標
を
立
て
て
、
そ
の

挑
戦
を
し
て
き
た
。
そ
の
全
て
が

う
ま
く
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
私
の
力
不
足
と
あ
わ
せ
、

世
の
中
が
そ
う
い
う
状
況
に
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

あ
る
と
思
う
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
た
い
、
宿
泊
施
設

の
誘
致
を
含
め
た
、
新
た
な
企
業

誘
致
を
積
極
的
に
行
い
、
加
え
て

官
民
一
体
と
な
っ
た
、
外
国
人
労

働
者
の
教
育
、
就
労
と
い
っ
た
受

け
入
れ
体
制
を
確
立
し
、
人
口
減

少
の
歯
止
め
、
雇
用
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

今
後
も
、
町
政
運
営
に
当
た
ら

せ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
来
年
１
月

の
町
長
選
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

任期満了に伴う
　　　来年の町長選
田嶋町長の気持ちを伺う

志岐漁港臨港道路全線開通は
新志岐川橋は通行できないか

マグロ養殖企業誘致は厳しい
海藻など新たな取り組みを

皆
さ
ん
方
と
の
お
約
束
は
ま
だ
５０
％

　

そ
の
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に

　
　

次
の
機
会
に
も
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

倉 田 　 明 議員

　

問
　　

こ
の
事
業
は
平
成
24

年
度

か
ら
始
ま
り
総
延
長
約
１
・
４
㎞

事
業
費
約
９
億
円
が
見
込
ま
れ
、

平
成
28

年
度
完
成
を
目
指
さ
れ
て

い
た
。
す
で
に
浜
の
町
臨
港
道
路

と
紺
屋
町
海
岸
道
路
を
結
ぶ
新
志

岐
川
橋
も
完
成
し
、
今
年
度
は
紺

屋
町
臨
港
道
路
の
一
部
工
事
が
計

画
さ
れ
、
残
り
の
紺
屋
町
臨
港
道

路
約
１
０
０
ｍ
余
り
と
、
新
三
会

川
橋
約
38
ｍ
は
平
成
31

年
度
以
降

の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
よ

り
遅
れ
て
い
る
が
、
完
成
時
期
は
。

町
長　

本
年
度
工
事
の
終
了
時
点

で
は
、
総
延
長
の
89

％
が
完
成
し
、

残
工
事
は
三
会
川
橋
の
上
部
工
、

紺
屋
町
海
岸
の
護
岸
工
道
路
の
舗

装
工
事
で
、
完
成
は
早
く
て
平
成

32

年
度
の
見
込
み
。

　

問
　　

釜
海
岸
か
ら
志
岐
八
幡
宮

裏
ま
で
道
路
は
完
成
し
て
い
る
が
、

新
志
岐
川
橋
と
志
岐
八
幡
宮
区
間

を
舗
装
し
利
活
用
で
き
な
い
か
。

町
長　

こ
の
区
間
の
舗
装
を
優
先

す
る
が
国
の
事
業
認
可
に
よ
る
。

来
年
度
当
初
に
発
注
が
可
能
か
検

討
し
た
い
。

再
問　

こ
の
区
間
は
ま
だ
通
行
で

き
な
い
の
か
。

町
長　

舗
装
し
て
な
く
て
も
通
れ

る
。

再
問　

区
間
に
は
ゲ
ー
ト
が
あ
る

確
認
を
。

町
長　

確
認
し
た
い
。

　

問
　　

新
三
会
川
橋
の
町
道
側
に

仮
設
道
路
を
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

車
両
等
の
安
全
確
保
の
た
め
橋
完

成
後
も
仮
設
道
路
を
補
強
し
残
せ

な
い
か
。

町
長　

仮
設
道
路
は
町
道
で
、
県

管
理
の
港
湾
施
設
の
防
潮
堤
で
も

あ
る
。
防
潮
堤
と
し
て
の
性
能
を

満
た
す
条
件
の
上
で
、
今
後
、
残

す
方
向
で
県
と
協
議
を
進
め
た
い
。

　

問
　　

前
置
き
に
な
る
が
、
平
成

11

年
６
月
、
紺
屋
町
、
明
神
山
両

区
長
連
名
で
議
会
に
陳
情
書
が
提

出
さ
れ
た
。
主
旨
は
「
近
年
住
宅

も
増
え
海
岸
横
を
生
活
道
路
と
し

て
通
行
し
て
い
る
が
道
幅
も
狭
く

危
険
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
明
神
山

か
ら
紺
屋
町
の
海
岸
線
に
道
路
を

つ
く
り
、
富
岡
と
架
橋
に
よ
り
利

便
性
を
図
り
、
併
せ
て
高
潮
対
策

護
岸
の
建
設
を
要
望
す
る
」
の
陳

情
書
は
９
月
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

　

採
択
後
10

年
経
過
の
平
成
21

年

９
月
議
会
一
般
質
問
に
、
町
長
は
、

『
私
は
新
産
業
道
路
づ
く
り
が
永

年
の
懸
案
で
し
た
が
、
紺
屋
町
、

明
神
山
の
堤
防
が
、
補
助
金
の
適

化
法
に
ま
だ
該
当
し
、
今
の
ま
ま

使
え
る
と
言
う
国
県
の
考
え
方
で

新
た
な
産
業
、
ま
た
、
企
業
誘
致

が
で
き
、
そ
の
道
路
の
必
要
性
の

中
で
新
し
い
漁
港
関
連
道
路
を
作

る
と
言
う
こ
と
で
す
』
と
。
町
長

も
そ
の
陳
情
を
含
め
産
業
道
路
新

設
の
た
め
、
マ
グ
ロ
養
殖
企
業
誘

致
等
の
振
興
策
を
検
討
さ
れ
た
と

思
う
が
、
現
在
、
苓
北
町
が
誘
致

し
て
い
る
マ
グ
ロ
養
殖
は
人
工
孵

化
の
形
態
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で

稚
魚
の
生
存
率
が
き
わ
め
て
低
く
、

商
業
ベ
ー
ス
に
乗
り
つ
つ
あ
る
一

方
、
ま
だ
厳
し
い
と
の
意
見
も
あ

る
。

　

平
成
28

年
11

月
28

日
に
町
長
は

じ
め
議
長
他
５
名
の
議
員
で
会
社

訪
問
を
さ
れ
、
社
長
、
役
員
の
方

と
懇
談
を
さ
れ
て
い
る
が
、
「
出

荷
ま
で
の
歩
留
ま
り
が
15

％
位
、

採
算
ベ
ー
ス
は
非
常
に
厳
し
い
」

と
町
議
会
広
報
に
あ
る
。
今
後
、

養
殖
技
術
も
進
歩
し
て
い
く
と
思

わ
れ
る
が
、
都
合
で
は
計
画
を
断

念
し
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

海
藻
等
の
栽
培
養
殖
の
検
討
も
必

要
と
思
わ
れ
る
。
マ
グ
ロ
養
殖
誘

致
企
業
の
動
向
と
町
の
見
解
は
。

町
長　

該
当
企
業
に
は
４
月
、
新

社
長
へ
の
挨
拶
と
現
状
を
伺
う
た

め
訪
問
し
た
。
現
在
、
養
殖
事
業

は
和
歌
山
県
の
串
本
や
長
崎
県
の

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
実

施
さ
れ
て
お
り
、
採
算
が
合
う
よ

う
に
な
れ
ば
、
進
出
い
た
だ
け
る

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
苓
北
管
内
で
の

漁
獲
量
は
、
こ
こ
15

年
程
の
間
に

以
前
の
3
分
の
1
の
２
０
０
ト
ン

前
後
ま
で
落
ち
込
み
、
こ
の
対
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
県
と
沿
岸
市

町
、
全
漁
協
で
組
織
す
る
県
栽
培

漁
業
地
域
展
開
協
議
会
の
共
同
放

流
事
業
に
よ
り
、
苓
北
地
先
に
マ

ダ
イ
や
ク
ル
マ
エ
ビ
種
苗
を
放
流

し
、
併
せ
て
、
町
単
独
事
業
で
、

ア
カ
ウ
ニ
や
ク
ル
マ
エ
ビ
の
種
苗

放
流
の
補
助
も
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
単
独
事
業

で
、
海
藻
類
や
貝
類
の
増
殖
や
養

殖
の
実
証
事
業
を
開
始
し
、
す
で

に
ア
オ
サ
養
殖
は
近
年
海
域
を
広

め
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
拡
大

に
向
け
た
海
域
の
選
定
や
ヒ
ジ
キ

養
殖
に
お
け
る
種
苗
定
着
の
技
術

指
導
な
ど
、
実
証
事
業
は
県
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
海
藻
種
苗
の

提
供
や
勉
強
会
を
通
し
て
、
指
導

助
言
を
受
け
進
め
て
い
る
。

マ
グ
ロ
養
殖
企
業
誘
致
は
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問
　　

海
に
浮
か
ぶ
「
海
中
鳥

居
」
は
国
内
に
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
め
ず
ら
し
い
、

三
基
も
の
鳥
居
が
潮
の
満
ち
引
き

に
よ
っ
て
様
々
な
姿
を
み
せ
る
の

が
、
佐
賀
県
太
良
町
に
あ
る
「
大

魚
神
社
」
。
そ
の
か
た
わ
ら
に
は

沖
に
向
か
っ
て
の
び
る
道
路
が
あ

り
、
海
の
影
響
を
受
け
、
満
潮
時

に
は
海
中
に
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
道
路
は
漁
業
の
荷

揚
げ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

漁
港
の
そ
ば
に
あ
る
大
魚
神
社
の

鳥
居
と
並
び
、
干
潮
時
と
満
潮
時

に
は
大
き
く
異
な
る
景
色
を
見
せ

て
く
れ
る
そ
う
だ
。

　

苓
北
町
に
お
い
て
は
、
坂
瀬
川

西
川
内
の
海
岸
に
、
奇
岩
「
お
っ

ぱ
い
岩
」
が
あ
る
。
海
水
の
力
に

よ
っ
て
で
き
た
と
さ
れ
る
変
形
岩

で
、
女
性
の
乳
房
に
そ
っ
く
り
な

形
、
直
径
は
１
・
５
m
、
見
事
な

乳
首
ま
で
が
付
い
て
い
る
。
平
成

12

年
頃
か
ら
、
次
第
に
全
国
的
に

も
話
題
と
な
り
、
今
で
は
観
光
資

源
と
も
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
の

増
加
と
と
も
に
、
苓
北
町
の
観
光

マ
ッ
プ
に
も
掲
載
さ
れ
、
案
内
板

も
設
置
、
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
た
。

ま
た
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ

サ
イ
ト
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
奇
岩
、
お
っ
ぱ
い
岩
は
、

干
潮
の
と
き
に
し
か
姿
を
見
せ
な

い
と
い
う
、
実
に
奥
ゆ
か
し
い
存

在
で
も
あ
る
。

　

こ
の
奇
岩
、
お
っ
ぱ
い
岩
付
近

に
、
生
命
の
躍
動
を
表
し
、
災
い

を
防
ぐ
と
い
わ
れ
る
、
（
海
中
）
朱

色
鳥
居
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
っ
ぱ
い
岩
の
神
聖
さ
が
増
し
、

今
以
上
に
神
秘
的
、
幻
想
的
と
な

り
、
さ
ら
な
る
観
光
資
源
と
な
る

こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

政
教
分
離
の
原
則
か
ら
、
苓
北

町
が
施
行
主
に
な
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
奇
岩

お
っ
ぱ
い
岩
の
、
さ
ら
な
る
観
光

資
源
化
に
つ
い
て
、
苓
北
町
と
し

て
、
財
政
、
各
種
許
認
可
取
り
付

け
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
考
え

が
あ
る
の
か
、
伺
う
。

町
長　

お
っ
ぱ
い
岩
付
近
へ
の
海

中
鳥
居
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
観

光
施
策
と
し
て
非
常
に
重
要
な
ご

提
案
を
い
た
だ
い
た
と
思
う
。
鳥

居
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
色
々
な

検
討
事
項
等
が
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
、
観
光
協
会
や
地
元
の
方
々
、

関
係
機
関
な
ど
と
打
合
せ
を
行
い
、

具
体
的
に
進
め
て
参
り
た
い
。

奇岩おっぱい岩の
　さらなる観光資源化
　　　　　　について

１．町民の要望等にどう対処されているか

２．子育て支援策として高校卒業までの医療費

　　を無料に

３．若い人の移住定住の施策は具体化されて

　　いるのか空家バンクの現状は

問
①　

町
内
の
各
地
域
や
行
政
通

信
等
で
、
い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
年
間

で
ど
れ
位
の
要
望
が
あ
が
っ
て
来

て
い
る
の
か
。
又
そ
の
要
望
に
つ

い
て
の
実
行
率
は
ど
れ
位
な
の
か
。

あ
る
地
域
で
危
険
個
所
へ
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
が
行
政
通
信
で
あ

が
っ
て
い
る
が
、
２
年
間
も
放
置

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
ど
う

い
う
事
な
の
か
。

町
長　

町
民
の
方
々
か
ら
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
行
政
通
信
を
通
じ

て
受
付
を
行
っ
て
い
る
。
行
政
通

信
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
期
限
を

明
記
し
た
上
で
回
答
を
行
う
。

　

処
理
が
早
い
時
期
に
可
能
な
も

の
、
そ
の
年
度
末
ま
で
に
可
能
な

も
の
、
予
算
の
関
係
で
次
年
度
予

算
に
計
画
し
実
施
す
る
も
の
、
次

年
度
以
降
実
施
計
画
検
討
の
も
の
、

実
施
で
き
な
い
も
の
に
区
分
し
て

回
答
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
１
年
間
の
要
望
件
数
は
27

年
度
１
２
３
件
実
行
数
１
０
８
件
、

実
行
率
87

・
８
％
。
28

年
度
98

件

実
行
件
数
76

件
77

・
６
％
。
29

年

度
73

件
で
80

・
８
％
で
あ
る
。
28

年
度
に
西
川
内
区
か
ら
町
道
風
月

線
に
設
置
要
望
が
あ
り
、
28

年
度

中
の
施
行
を
考
え
て
い
た
が
、
現

在
ま
で
未
設
置
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
担
当
課

の
確
認
不
足
に
よ
る
も
の
で
、
改

め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
結
果

的
に
実
施
時
期
が
遅
れ
て
い
る
が
、

本
年
度
設
置
予
定
と
し
て
い
る
。

再
問　

町
民
の
要
望
に
対
し
て
は
、

個
人
で
あ
っ
て
も
ど
の
よ
う
に
対

処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
途

中
経
過
等
で
も
報
告
す
る
義
務
が

あ
る
と
思
う
。
そ
う
し
な
い
と
町

に
対
し
て
の
不
信
感
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。
「
ほ
う
れ
ん
そ

う
」
報
告
。
連
絡
連
携
。
相
談
の

意
識
付
け
が
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

 

問
②　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
今
ま

で
も
２
回
質
問
を
し
て
い
る
。
町

長
の
答
弁
で
は
２
０
０
万
円
あ
れ

ば
で
き
る
と
試
算
を
し
て
い
る
と

の
事
だ
っ
た
。
今
で
も
変
わ
り
は

な
い
か
。
他
の
市
町
村
も
子
育
て

策
に
は
力
を
入
れ
て
来
て
い
て
、

苓
北
町
が
子
育
て
策
で
抜
き
ん
で

て
い
る
状
況
で
は
な
く
な
っ
て
来

て
い
る
。
ぜ
ひ
高
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
に
し
て
欲
し
い
。

町
長　

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

を
無
料
に
し
た
場
合
の
予
算
は
約

１
８
０
万
円
必
要
に
な
る
。
本
町

に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
保
育
料
等
は
国
基
準
を
大
き

く
下
回
り
他
に
も
子
育
て
し
や
す

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
他
障

害
児
保
育
や
誕
生
祝
金
な
ど
独
自

の
制
度
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
見
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

子
育
て
医
療
制
度
は
現
制
度
で
充

分
だ
と
認
識
し
て
お
る
が
、
収
入

の
少
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

再
問　

天
草
市
長
は
高
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
宣
言
し
た
。

町
長　

私
も
宣
言
す
る
。
所
得
の

少
な
い
人
の
分
は
高
校
卒
業
ま
で

医
療
費
を
無
料
に
す
る
。

問
③　

若
い
人
の
定
住
移
住
に
つ

い
て
は
、
各
自
治
体
は
あ
の
手
こ

の
手
で
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
苓
北
町
も
毎
年
毎

年
人
口
は
減
る
一
方
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
で
移
住
定
住
の
施
策

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
を
ど
う
具
体
化
さ
れ
て
い
る
の

か
。
高
齢
化
の
中
で
特
に
み
か
ん

農
家
や
び
わ
農
家
等
は
や
る
気
の

あ
る
人
に
、
ゆ
だ
ね
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
も
あ
る
と
聞
く
。
転
居

者
へ
の
転
居
費
用
補
助
や
家
賃
補

助
、
空
家
バ
ン
ク
の
利
用
等
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
苓
北
町

は
情
報
発
信
も
う
ま
く
で
き
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
も
っ
と
若
者

を
呼
び
込
む
策
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。
一
つ
提
案
を
す
る

が
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
呼
び
込

む
事
を
検
討
し
て
み
る
気
は
な
い

の
か
ど
う
か
。
苓
北
町
は
病
院
や

介
護
施
設
等
女
性
の
働
き
場
所
は

男
性
に
比
べ
あ
る
と
思
う
。
人
口

も
子
ど
も
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

若
い
人
の
定
住
施
策
に
つ

い
て
は
、
結
婚
祝
金
を
結
婚
後
１

年
定
住
し
て
い
る
人
に
支
給
し
て

い
る
。
空
家
バ
ン
ク
の
現
状
は
28

年
10

月
か
ら
、
空
家
及
び
土
地
の

所
有
者
と
町
外
か
ら
の
移
住
を
希

望
す
る
方
を
結
び
つ
け
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
30

年
８
月
末

現
在
の
登
録
物
件
は
14

件
。
物
件

の
紹
介
を
希
望
し
て
い
る
登
録
数

は
44

名
。
雇
用
の
問
題
が
地
域
課

題
で
あ
る
。
移
住
か
ら
定
住
に
つ

な
が
る
施
策
を
組
み
合
わ
せ
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
提
案
の
あ
っ

た
件
も
現
在
の
施
策
と
併
せ
検
討

す
る
。
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問
　　

45

歳
未
満
の
青
年
就
農
者

の
就
農
後
の
定
着
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
24

年
度
か
ら
国
が

始
め
た
制
度
で
、
就
農
前
の
研
修

期
間
中
の
最
大
２
年
間
及
び
、
経

営
が
不
安
定
な
就
農
直
後
の
最
大

５
年
間
の
生
活
費
に
相
当
す
る
所

得
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
対
象

者
一
人
あ
た
り
年
間
最
大
で
１
５

０
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
制
度
開
始
当
初
は
、
農

業
後
継
者
が
親
元
就
農
す
る
場
合

は
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

平
成
26

年
度
か
ら
は
親
元
就
農
す

る
場
合
に
あ
っ
て
も
対
象
と
な
る

よ
う
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
、
５
年
以
内
に

経
営
を
継
承
す
る
こ
と
や
親
の
経

営
か
ら
独
立
し
た
部
門
経
営
を
行

う
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。

農
業
を
次
の
世
代
が
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
、
こ
の
資
金
を
よ
り

利
用
し
や
す
く
す
る
よ
う
に
、
国

に
対
し
て
の
制
度
の
改
善
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
町
と

し
て
の
見
解
を
求
め
る
。

町
長　

現
在
、
町
内
で
こ
の
資
金

の
対
象
者
は
、
４
名
い
る
。
ま
た
、

町
外
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
手
続
き

中
の
方
が
１
名
い
る
。
形
態
と
し

て
は
、
全
員
「
経
営
開
始
型
」
で

地
元
の
後
継
者
だ
が
、
新
規
作
物

の
導
入
な
ど
新
規
就
農
者
と
同
等

の
経
営
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
っ
た

要
件
を
満
た
す
就
農
者
だ
。
こ
の

資
金
を
受
け
る
要
件
は
、
た
い
へ

ん
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
新
規
の

農
業
経
営
が
う
ま
く
い
か
ず
、
就

農
を
断
念
し
た
事
例
も
各
地
で
発

生
し
て
い
る
よ
う
だ
。
制
度
が
で

き
て
か
ら
、
事
務
手
続
き
に
お
け

る
確
認
事
項
等
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
状
況
に
も
あ
る
。

　

平
成
26

年
度
に
、
採
択
要
件
で

あ
る
総
所
得
の
２
５
０
万
円
が
、

３
５
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

採
択
の
枠
が
広
が
っ
た
。
反
面
、

総
所
得
が
２
５
０
万
円
未
満
の
農

家
は
、
１
５
０
万
円
の
資
金
が
あ

っ
た
が
、
現
在
２
５
０
万
円
の
方

は
、
60

万
円
の
資
金
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
資
金
の
要
件
が

変
更
が
さ
れ
て
き
て
い
る
。
今
後

は
、
著
し
く
新
規
就
農
の
意
欲
を

な
く
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
の

制
度
説
明
会
や
採
択
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
の
機
会
を
通
じ
、
多
く
の
方

が
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
よ
う
、

国
に
相
談
し
な
が
ら
制
度
の
拡
充

を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

問
　　

白
木
尾
海
岸
は
平
成
12

年

度
か
ら
16

年
度
に
か
け
て
国
の
補

助
事
業
で
あ
る
県
営
工
事
で
整
備

が
な
さ
れ
た
が
、
中
間
の
部
分
は
、

背
後
地
に
住
家
が
な
い
等
、
整
備

が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
間

も
波
浪
に
よ
る
浸
食
が
進
ん
で
い

た
た
め
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
続

け
て
い
た
だ
き
、
平
成
22

年
度
に

単
県
で
の
建
設
海
岸
保
全
事
業
と

し
て
、
整
備
を
完
了
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

こ
の
護
岸
整
備
完
了
に
よ
っ
て
、

流
失
し
て
い
た
土
地
は
復
元
さ
れ

て
お
り
、
波
に
よ
る
浸
食
は
な
く

な
っ
た
が
、
白
木
尾
地
区
の
背
後

地
、
農
地
の
区
間
は
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
道
路
や
農
地
の
排
水
で
、

傾
斜
面
の
山
腹
の
崩
壊
は
収
ま
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

白
木
尾
か
ら
内
田
に
か
け
て
の
、

こ
の
白
木
尾
海
岸
背
後
地
に
つ
い

て
、
護
岸
整
備
に
続
く
、
農
地
整

備
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
る
が
、

町
と
し
て
の
見
解
を
求
め
る
。

町
長　

海
岸
の
背
後
地
に
つ
い
て

は
、
農
地
サ
イ
ド
か
ら
農
業
農
村

整
備
事
業
や
、
林
野
サ
イ
ド
か
ら

の
治
山
事
業
な
ど
の
採
択
の
検
討

を
県
に
要
請
し
、
現
地
確
認
を
し

て
も
ら
っ
た
が
、
県
営
事
業
で
の

国
の
補
助
事
業
の
採
択
に
は
難
し

い
と
の
回
答
だ
っ
た
。
ま
た
、
農

地
事
業
で
の
整
備
と
な
る
と
、
地

元
農
家
に
大
き
な
負
担
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
、
白
木

尾
台
地
の
大
規
模
な
崩
壊
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。
地
元
地
域
と
一
体

と
な
り
、
危
機
感
を
持
っ
て
取
り

組
み
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る

観
点
か
ら
の
保
全
対
策
を
、
国
・

県
に
相
談
し
、
ま
た
同
時
に
、
採

択
に
あ
た
っ
て
の
指
導
も
受
け
な

が
ら
、
保
全
事
業
の
採
択
と
な
る

よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

○農業次世代人材投資資金

（旧青年就農給付金）制度について

○白木尾海岸背後地の

　　　　　　　  保全対策について

◎富岡新大手門広場整備事業の

　　　　　　進捗状況と進め方は！？

○最終的な構想が示されていない！

○地域住民への説明がまだまだ不十分である！

　

問
　　

富
岡
新
大
手
門
整
備
計
画

（
工
事
費
２
億
１
１
５
０
万
円
）

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
数
回
に

亘
っ
て
一
般
質
問
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
は
、
「
平

成
32

年
度
に
完
成
を
予
定
し
て
お

り
、
地
元
住
民
皆
様
の
賛
意
が
必

要
と
考
え
て
い
る
の
で
、
引
き
続

き
ご
理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
説
明
を
続
け
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。
」
ま
た
、
「
迂
回
路
に

つ
い
て
は
、
更
に
検
討
を
行
い
地

権
者
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
」
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
手
門
の
最
終
的
な
完

成
構
想
に
つ
い
て
は
、
「
可
動
式

の
大
手
門
櫓
に
す
る
の
か
、
道
路

中
央
付
近
ま
で
石
垣
を
接
い
で
大

手
門
を
造
る
の
か
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
。
当
初
、
大
手
門
の
費
用

と
し
て
７
８
０
０
万
円
を
計
画
し

て
い
た
が
多
額
と
考
え
、
富
岡
城

の
規
模
に
見
合
っ
た
事
業
費
に
見

直
し
を
行
う
。
」
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
。

　

竣
工
ま
で
約
２
年
と
な
っ
た
現

在
も
最
終
的
な
構
想
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
以
前
行
わ
れ
た
地
元
説

明
会
で
「
町
道
富
岡
中
央
線
で
唯

一
簡
単
に
離
合
で
き
る
箇
所
を
通

行
止
め
に
す
る
の
は
反
対
で
あ

る
。
」「
東
側
石
垣
は
そ
の
ま
ま
に
、

通
行
止
め
に
な
ら
な
い
整
備
は
で

き
な
い
か
。
」
等
の
反
対
意
見
が

出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
番
大

事
な
地
域
住
民
へ
の
説
明
が
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　

富
岡
新
大
手
門
広
場
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
事
業

の
進
め
方
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

を
問
う
。

町
長　

新
大
手
門
公
園
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
富
岡
志
岐
地
区
都

市
再
生
整
備
事
業
の
第
１
期
計
画

の
平
成
20

年
度
か
ら
21

年
度
第
２

期
計
画
の
平
成
25

年
度
か
ら
27

年

度
に
か
け
て
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

第
３
期
計
画
に
つ
い
て
は
平
成
28

年
度
か
ら
32

年
度
に
か
け
て
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度

に
つ
い
て
は
、
新
大
手
門
建
築
設

計
業
務
委
託
料
と
し
て
、
５
０
０

万
円
、
地
質
調
査
委
託
料
と
し
て

３
１
９
万
２
千
円
、
電
柱
移
転
補

償
費
と
し
て
、
８
２
１
万
５
千
円

の
合
計
１
，
６
４
０
万
７
千
円
を

予
定
し
て
い
る
。

　

新
大
手
門
に
つ
い
て
は
、
新
大

手
門
建
設
等
整
備
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
大
手
門
の
規
模
や
、
形

状
等
に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
様
の

ご
意
見
等
を
伺
い
な
が
ら
、
設
計

や
地
質
調
査
業
務
を
進
め
て
行
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
電
柱
移
転
補
償
費
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
電
柱
の
移
設
に

つ
い
て
、
九
電
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
と
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

交
通
等
の
協
議
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
、
天
草
警
察
署
の
ご
指

導
を
頂
き
な
が
ら
、
遂
行
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
住
民
の
皆
様
へ
は
、
本

事
業
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
問　

現
状
と
し
て
、
町
が
所
有

す
る
施
設
等
の
維
持
管
理
費
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
様
な
事
を
踏
ま
え
、
新
た
な

事
業
に
対
す
る
経
費
投
入
は
見
直

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

多
大
な
経
費
の
掛
か
る
、
大
手
門

櫓
の
設
置
は
行
わ
ず
、
案
内
看
板

等
を
設
置
し
、
現
在
の
石
垣
の
ま

ま
竣
工
を
迎
え
人
も
車
も
通
行
で

き
る
よ
う
な
計
画
に
見
直
す
考
え

は
？

町
長　

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

ど
の
程
度
の
大
手
門
櫓
に
す
る
の

か
、
ま
た
、
道
路
に
つ
い
て
は
警

察
と
十
分
協
議
し
た
上
で
、
住
民

に
説
明
し
、
な
る
べ
く
元
の
状
況

に
近
い
形
で
大
手
門
整
備
を
進
め

た
い
。

ミニトマトハウス栽培

新大手門整備中の石垣工事東側（富岡2丁目）

西側築地塀
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町道釜線城下橋付近

法面被災状況

髙 戸 幸 雄 議員浜 口 雅 英 議員

　

問
　　

当
該
路
線
は
、
中
央
消
防

署
苓
北
分
署
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
接
続
す
る
重
要
路

線
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
終
点
部
の
城
下
橋
前

後
が
狭
く
離
合
の
時
民
家
の
庭
先

に
入
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
最
近
ま
で
、
町
道
に

接
す
る
よ
う
家
屋
が
立
っ
て
い
た

が
、
解
体
除
却
処
分
さ
れ
更
地
の

状
態
と
な
っ
て
い
る
。
道
路
地
盤

高
と
隣
接
用
地
の
高
低
差
も
少
な

く
、
移
転
補
償
等
の
問
題
も
さ
ほ

ど
な
く
事
業
費
も
比
較
的
少
な
く

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の

事
柄
を
踏
ま
え
、
早
急
な
対
応
を

望
む
。

町
長　

本
町
道
は
、
坂
瀬
川
方
面

か
ら
、
コ
ミ
セ
ン
に
至
る
場
合
、

町
内
外
の
方
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ

て
い
る
路
線
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
指
摘
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

車
両
の
離
合
が
困
難
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
今
後
、
財
政
状
況
を
見

な
が
ら
、
離
合
箇
所
の
確
保
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。

再
問　

本
路
線
は
、
苓
北
分
署
を

起
点
と
し
て
、
緊
急
時
及
び
非
常

時
に
お
い
て
一
刻
も
早
く
救
助
等

に
向
か
う
た
め
に
は
是
非
改
良
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
の
財
政
事
情

を
見
な
が
ら
の
検
討
と
あ
る
が
、

「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
と

し
て
該
当
で
き
な
い
か
。

町
長　

当
町
は
、
被
災
地
以
外
で

最
初
に
「
防
災
・
減
災
事
業
債
」

の
指
定
を
受
け
た
。
起
債
元
利
の

７
割
が
補
填
さ
れ
る
。
事
業
費
が

わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
ま
ず
は
事

業
費
の
洗
い
出
し
を
行
い
早
い
機

会
に
検
討
す
る
。

　

問
　　

本
被
災
箇
所
は
、
平
成
29

年
８
月
豪
雨
に
よ
り
法
面
が
被
災

し
、
遊
具
場
と
付
近
の
家
屋
へ
の

影
響
を
鑑
み
応
急
対
策
と
し
て

「
ト
ン
袋
」
に
よ
る
工
事
が
施
工

さ
れ
て
い
る
。
一
年
を
経
過
し
た

が
、
今
後
の
姿
が
見
え
な
い
。
多

額
な
投
資
を
行
い
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
地
域
間
交
流
を
進
め
る
一
方
で
、

直
近
の
被
災
箇
所
一
つ
で
さ
え
応

急
対
策
で
処
理
す
る
姿
。
防
災
の

充
実
を
図
る
な
ら
早
急
に
万
全
な

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

町
長　

当
該
被
災
箇
所
は
、
昨
年

８
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
た
め
、

土
砂
撤
去
、
法
面
整
形
、
支
障
木

の
伐
採
等
を
行
い
、
住
宅
敷
地
内

へ
の
土
砂
流
入
を
防
ぐ
た
め
大
型

土
の
う
を
配
置
し
復
旧
措
置
を
行

っ
た
。

　

今
後
、
法
面
保
護
の
た
め
伐
採

等
を
計
画
し
て
い
る
。

再
問　

検
討
を
す
る
こ
と
は
、
確

か
に
必
要
で
あ
る
し
、
是
非
と
も

行
う
べ
き
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
場

の
整
備
と
比
較
す
る
と
あ
ま
り
に

も
当
該
箇
所
に
対
す
る
考
え
に
大

き
な
違
い
差
が
あ
る
よ
う
に
思
う

再
度
考
え
を
伺
う
。

担
当
課
長　

当
面
法
面
の
状
況
に

つ
い
て
は
改
め
て
検
討
を
行
い
周

辺
の
大
き
な
樹
木
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
伐
採
を
行
う
。

　

問
　　

災
害
及
び
非

常
時
に
雑
生
活
用
水

の
確
保
を
目
的
と
し

た
仮
称
「
災
害
応
急

用
井
戸
」
を
指
定
避

難
施
設
に
公
費
を
投

入
し
て
設
置
を
図
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が

如
何
か
。
そ
の
場
合

は
、
停
電
等
不
測
の

事
態
を
考
慮
し
て
、
手
押
し
ポ
ン

プ
式
に
よ
る
揚
水
を
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
将
来
は
、
各
家
庭
が
所

有
さ
れ
て
い
る
「
井
戸
」
に
つ
い

て
も
、
災
害
協
力
用
井
戸
の
名
の

も
と
協
力
を
訴
え
て
い
く
必
要
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

地
域
防
災
計
画
の
中
で
、

非
常
時
の
給
水
計
画
を
定
め
て
い

る
。
計
画
で
は
、
災
害
の
た
め
生

活
用
水
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
必

要
策
を
定
め
て
い
る
。
被
害
が
全

町
的
に
及
ぶ
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
県
ま
た
は
近
隣
の
自
治

体
へ
の
応
援
要
請
を
行
う
必
要
も

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
災
害

時
に
お
け
る
水
の
供
給
は
、
大
変

重
要
な
対
策
で
あ
る
。
応
急
用
井

戸
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
を
し
て
い
く
。

　

家
庭
用
井
戸
に
つ
い
て
も
相
談

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

町
道
釜
線
の
局
部
改
良
事
業
を

豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
箇
所（
麟
泉
運
動

公
園
下
遊
具
場
）に
対
す
る
今
後
の
対
応

非常時の雑用水を
確保するために

　

問
　　

人
口
減
少
の
解
決
策
等
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

町
長　

既
存
の
計
画
と
様
々
な
課

題
の
検
討
を
し
、
総
合
計
画
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
。

　

問
　　

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
の

中
、
町
民
の
率
直
な
意
見
を
直
に

聞
き
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
る
事

は
中
身
の
濃
い
計
画
に
つ
な
が
る
。

町
政
懇
談
会
を
実
施
し
た
ら
。

町
長　

し
か
る
べ
き
課
題
が
出
て

き
た
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

開
く
の
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

　

問
　　

人
口
減
少
が
進
み
、
消
滅

可
能
自
治
体
と
い
う
言
葉
が
絵
空

事
で
無
く
な
っ
て
来
た
。
人
口
減

少
対
策
に
多
様
性
を
持
ち
具
体
的

な
計
画
と
行
動
を
起
こ
せ
る
Ｐ
Ｔ

を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
。

町
長　

国
土
保
全
と
言
う
事
か
ら

考
え
て
も
、
国
の
政
策
が
必
要
。

　

問
　　

高
齢
者
が
増
え
て
い
く
が

こ
れ
の
課
題
は
。

町
長　

介
護
保
険
事
業
、地
域
支

援
事
業
を
効
果
的
に
推
進
し
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
に
取
り
組
む
。

　

問
　　

農
業
の
基
盤
で
あ
る
農
地

の
保
全
は
十
分
か
。
イ
ノ
シ
シ
の

被
害
は
。
農
業
従
事
者
の
確
保
は
。

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

営
農
組
織
等
の
活
動
等
を

通
し
て
農
地
の
維
持
集
約
を
推
進
。

後
継
者
対
策
は
国
の
交
付
金
、
町

の
補
助
金
を
継
続
し
新
規
就
農
時

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
イ

ノ
シ
シ
対
策
は
近
隣
の
市
や
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
組
織
設
立
も
検
討
の
必

要
が
あ
る
。
農
地
利
用
を
地
域
全

体
で
考
え
農
地
を
守
る
営
農
組
織

の
活
動
を
支
援
拡
大
す
る
。

　

問
　　

都
市
再
生
整
備
事
業
の
こ

れ
ま
で
の
事
業
成
果
は
。

町
長　

町
の
歴
史
を
活
か
し
た
町

づ
く
り
を
推
進
す
る
事
を
目
標
。

　

問
　　

水
道
、
下
水
道
、
公
衆
用

道
路
は
建
設
後
数
十
年
を
経
過
し

た
。
維
持
管
理
、
補
修
、
改
修
や
、

改
築
は
。
未
使
用
の
町
有
物
件
の

今
後
の
利
活
用
は
。

町
長　

長
寿
命
計
画
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
、
公

共
施
設
の
現
状
と
課
題
を
整
理
。

　

問
　　

町
道
木
場
線
は
先
の
集
中

豪
雨
で
通
行
止
め
に
な
り
迂
回
路

と
し
て
町
道
八
手
線
と
私
道
を
活

用
。
災
害
時
の
迂
回
路
に
す
る
な

ら
全
線
を
町
道
に
認
定
す
べ
き
。

土
木
課
長　

八
手
線
の
終
点
か
ら

坂
瀬
川
の
木
場
集
落
ま
で
は
認
定

し
て
い
な
い
。
今
後
住
民
の
皆
さ

ん
の
御
意
向
等
含
め
検
討
。

　

問
　　

全
て
の
公
共
施
設
に
費
用

対
効
果
を
期
待
す
べ
き
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
子
や
、
子
供
や
孫

等
後
世
に
維
持
管
理
費
等
の
付
け

を
残
す
べ
き
で
は
な
い
。　

企
画
課
長　

個
別
の
施
設
で
維
持
、

管
理
計
画
を
整
備
す
る
。
費
用
対

効
果
も
考
慮
し
計
画
を
作
る
。

　

問
　　

林
道
の
地
滑
り
復
旧
事
業

箇
所
の
北
側
約
５
百
ｍ
位
の
所
に

大
規
模
な
路
側
崩
壊
が
発
生
し
て

い
る
。
発
生
時
期
、
理
由
、
原
因
、

規
模
、
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

４
月
の
豪
雨
に
よ
り
路
肩

が
崩
壊
。
延
長
は
26
ｍ
、
国
の
査

定
が
行
わ
れ
復
旧
工
法
は
補
強
土

壁
工
法
。

　

問
　　

町
道
善
亀
線
の
現
状
は
。

町
長　

４
月
の
降
雨
を
契
機
に
変

動
が
増
大
。
県
、
国
と
協
議
を
行

い
早
期
の
復
旧
を
目
指
す
。

　

問
　　

そ
の
他
に
大
規
模
な
崩
落
、

崩
落
の
予
測
個
所
と
対
応
は
。

町
長　

町
道
方
原
線
が
約
60
ｍ
被

災
。
災
害
査
定
に
向
け
準
備
中
。

他
に
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

問
　　

国
は
新
年
度
予
算
の
概
算

要
求
で
空
調
施
設
の
教
室
を
全
体

で
１
割
程
度
引
き
上
げ
る
。
29

年

４
月
の
設
置
率
が
全
国
の
小
中
学

校
で
41

・
7
％
を
54

％
ま
で
引
き

上
げ
た
い
。
と
報
道
。
本
町
で
は

30

年
度
当
初
は
中
学
校
へ
の
機
器

設
置
と
小
学
校
２
校
の
設
置
に
係

る
設
計
。
設
置
は
今
後
の
財
源
を

調
査
し
な
が
ら
進
め
る
と
い
う
事
。

そ
の
後
、
小
学
校
の
設
置
に
係
る

設
計
は
４
校
と
も
実
施
す
る
と
の

事
。
こ
の
た
め
、
先
月
の
議
会
臨

時
会
で
子
供
達
の
教
育
環
境
の
確

保
、
万
が
一
の
災
害
時
避
難
者
の

環
境
整
備
と
し
て
松
本
、
髙
戸
、

石
田
、
野
﨑
、
浜
口
の
５
議
員
で

議
会
か
ら
町
へ
の
「
エ
ア
コ
ン
の

設
置
に
係
る
要
望
書
の
提
出
」
を

苓
北
町
議
会
に
提
案
。
が
他
の
議

員
の
理
解
が
無
く
廃
案
。
子
供
達

の
学
習
環
境
の
整
備
の
為
に
内
閣

官
房
長
官
も
「
ど
う
に
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
発
言
し
て
い

る
緊
急
課
題
に
苓
北
町
議
会
の
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
は
非
常

に
残
念
。
し
か
し
、
本
会
議
終
了

後
の
、
町
と
議
会
の
全
体
会
の
中

で
、
全
て
の
小
学
校
へ
の
機
器
の

設
置
を
31

年
度
当
初
予
算
に
計
上

し
た
い
。
と
い
う
町
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
来
た
。
重
ね
て
早
急
な
設

置
を
提
起
す
る
。

町
長　

９
月
定
例
会
で
、
２
小
の

空
調
設
備
に
係
る
設
計
委
託
料

２
，
１
６
５
千
円
を
補
正
予
算
計

上
。
来
年
の
猛
暑
に
間
に
合
う
様

に
４
校
と
も
ク
ー
ラ
ー
を
付
け
る

と
言
う
事
で
頑
張
る
。

　

問
　　

通
学
時
の
低
学
年
は
ラ
ン

ド
セ
ル
だ
け
で
も
大
き
な
荷
物
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
も
背
負
い
水
筒

も
持
参
。
手
荷
物
を
少
な
く
す
る

改
善
策
は
。
全
員
が
水
筒
を
持
参

し
て
い
る
が
学
校
水
道
は
飲
料
水

と
し
て
不
適
切
か
。

町
長　

少
な
く
す
る
方
向
で
来
た
。

更
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。
学

校
の
水
道
は
水
質
検
査
を
定
期
的

に
実
施
し
て
お
り
安
心
で
安
全
。

一
、
町
の
将
来
像

（
一
）
人
口
減
少
へ
の
対
策

（
二
）
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

（
三
）
産
業
の
振
興

（
五
）
危
険
個
所
へ
の
取
り
組
み

（
六
）
児
童
、
生
徒
の
教
育
環
境

　
　
の
点
検

（
四
）公
共
施
設
の
維
持
管
理
等

　
　
の
見
込
み
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◎
小
路
川
の
流
木
止
め
大
丈
夫
？

　

問
　　

先
の
大
雨
の
時
、
町
河
川

小
路
川
の
沖
田
橋
の
橋
桁
に
流
木

が
引
っ
か
か
り
近
隣
の
土
地
が
水

没
し
家
屋
や
、
農
地
に
膨
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
事
に
よ

り
、
昨
年
に
流
木
捕
捉
工
が
流
れ

て
き
た
竹
木
等
を
く
い
止
め
る
た

め
に
建
設
さ
れ
た
が
、
大
雨
に
よ

り
流
れ
て
き
た
竹
木
が
引
っ
か
か

っ
た
場
合
、
河
川
の
水
は
せ
き
止

め
ら
れ
両
岸
が
低
い
と
氾
濫
す
る
。

　

今
回
建
設
さ
れ
て
い
る
流
木
捕

捉
工
の
設
置
場
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
選
定
さ
れ
た
か
お

尋
ね
す
る
。

町
長　

河
川
断
面
等
の
結
果
を
も

と
に
、
山
腹
斜
面
区
間
や
土
石
流 松 本 良 人 議員
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区
域
で
な
い
箇
所
を
検
討
し
、
更

に
捕
捉
し
た
流
木
等
の
除
去
作
業

に
適
し
た
箇
所
と
し
て
、
当
該
箇

所
を
選
定
し
た
。

再
問　

○
上
下
流
に
お
け
る
、
流

量
は
計
算
さ
れ
た
か
？
○
完
成
後

の
、
災
害
発
生
は
、
人
災
と
な
る

恐
れ
は
無
い
か
？

◎
松
原
川
護
岸
は
何
時
出
来
る
？

　

問
　　

町
道
松
原
線
終
点
部
と
松

原
川
と
接
す
る
箇
所
に
、
約
５
ｍ

河
川
護
岸
が
低
い
所
が
あ
り
、
増

水
す
る
と
背
後
の
家
屋
は
も
と
よ

り
周
辺
一
帯
多
大
な
被
害
が
及
ぶ

お
そ
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

土
の
う
が
置
か
れ
て
い
る
が
、

町
道
松
原
線
の
路
面
高
と
護
岸
の

天
端
ま
で
の
高
さ
が
１
ｍ
４
〜
50

㎝
あ
り
土
の
う
で
の
対
応
は
無
理

で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
は
、
海
水
も
入
っ
て
く
る

可
能
性
が
あ
り
、
大
雨
に
よ
る
河

川
の
増
水
と
、
満
潮
時
は
海
水
と

の
合
流
に
よ
り
か
な
り
危
険
で
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
対
応
は
？

町
長　

河
川
管
理
者
の
熊
本
県
に

要
望
を
行
っ
て
い
る
。
川
へ
降
り

る
階
段
、
町
道
、
県
道
か
ら
の
雨

水
対
策
等
地
元
の
意
向
を
確
認
の

上
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

再
問　

○
複
数
の
議
員
か
ら
質
問
、

要
望
が
成
さ
れ
て
い
る
が
一
向
に

進
展
し
な
い
の
は
？
○
小
路
川
と

松
原
川
が
同
時
に
氾
濫
し
た
場
合

坂
瀬
川
の
中
心
部
は
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
る
の
で
は
？
○
こ
れ
ま

で
、
国
、
県
管
理
と
説
明
し
、
責

任
逃
れ
が
行
わ
れ
て
き
た
。
町
は

町
民
を
守
っ
て
頂
き
た
い
。

◎
林
道
の
苓
北
天
草
線
災
害
復
旧

工
事
で
都
呂
々
川
は
大
丈
夫
？

　

問
　　

林
道
災
害
復
旧
工
事
の
施

工
に
伴
い
、
河
川
に
流
入
す
る
雨

水
の
形
態
は
変
化
す
る
と
思
わ
れ

る
。
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
雨

の
降
り
方
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
事
の
な
い
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
。

　

災
害
箇
所
の
河
川
の
合
流
地
点

上
流
は
、
か
な
り
の
急
な
河
川
で

あ
り
、
増
水
す
る
と
一
気
に
都

呂
々
川
に
流
れ
込
む
事
に
な
る
。

県
道
に
架
か
る
涼
松
橋
の
上
下
流

部
の
河
川
護
岸
は
、
災
害
に
よ
り

被
災
し
た
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
点

在
し
て
い
る
。
都
呂
々
川
の
現
状

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

町
長　

工
事
箇
所
の
配
水
対
策
、

ま
た
洗
掘
防
止
の
た
め
の
対
策
町

単
独
で
工
事
を
行
う
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
で
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
工
事
完

了
後
も
監
視
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

治
山
施
設
、
都
呂
々
川
に
つ
い

て
関
係
機
関
に
対
策
の
確
認
を
行

っ
て
い
く
。

◎
国
道
３
８
９
号（
竹
の
迫
）安
全
、

安
心
は
？
崩
壊
に
不
安

　

問
　　

こ
れ
ま
で
法
面
や
山
肌
の

崩
壊
に
よ
り
た
び
た
び
通
行
に
支

障
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
迂
回
路
の

町
道
狸
川
内
線
も
災
害
が
発
生
す

る
た
め
、
志
岐
、
都
呂
々
間
通
行

が
出
来
な
い
。
唯
一
、
災
害
が
少

な
い
町
道
濁
渕
線
が
あ
る
が
、
一

部
未
舗
装
の
所
も
あ
る
。
こ
の
町

道
濁
渕
線
に
つ
い
て
は
、
重
要
性

を
訴
え
て
き
た
が
、
ま
っ
た
く
手

が
つ
け
ら
れ
無
か
っ
た
た
め
、
普

通
乗
用
車
等
の
ス
ム
ー
ズ
な
通
行

は
出
来
な
い
。
ど
う
考
え
て
い
る

か
？
ま
た
、
過
去
の
年
度
別
、
国

道
３
８
９
号
崩
壊
の
状
況
、
交
通

規
制
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

町
長　

安
全
な
通
行
の
確
保
の
た

め
に
県
及
び
国
に
対
し
予
算
確
保

と
事
業
完
了
を
要
望
し
て
い
く
。

　

崩
壊
状
況
、
交
通
規
制

26

年　

崩
壊
２　

全
片
通
行
止

27

年　

崩
壊
２　

全
片
通
行
止

28

年　

落
石　
　

全　

通
行
止

29

年　

崩
壊　
　

片　

通
行
止

再
問　

○
２
年
前
に
は
、
都
呂
々

地
区
が
孤
立
状
態
に
な
っ
た
。
せ

め
て
、
救
急
車
の
通
れ
る
迂
回
路

の
整
備
を
○
一
つ
間
違
え
ば
人
命

に
も
か
か
わ
る
様
な
、
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
て
い
る
。
交
通
規
制
や

勧
告
は
し
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
交
通
止
め
や
、
迂
回
路
の
指

導
、
誘
導
は
な
さ
れ
た
か
。

◎
富
岡
海
域
（
海
中
）
公
園
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て 

　

問
　　

富
岡
四
季
咲
岬
を
中
心
に

海
中
公
園
と
し
て
指
定
を
受
け
、

関
連
施
設
と
し
て
、
遊
歩
道
の
整

備
や
、
駐
車
場
、
広
場
の
整
備
を

は
じ
め
、
ハ
マ
ユ
ウ
、
浜
じ
ん
ち

ょ
う
、
椿
等
の
植
栽
や
管
理
が
な

さ
れ
、
観
光
の
一
端
と
し
て
そ
の

役
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
富

岡
半
島
北
部
、
西
部
一
体
駐
車
場
、

遊
歩
道
は
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん

ど
放
置
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
当

時
の
面
影
は
な
い
。

　

近
年
、
作
ら
れ
た
観
光
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
自
然
を
求
め
た
観

光
客
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
現
状
と
、
今
後
の

対
応
は
？

町
長　

陸
域
に
つ
い
て
、
適
正
な

管
理
に
努
め
て
行
く
。　

町議会を傍聴して町議会を傍聴して

　
何
時
お
そ
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な

い
台
風
や
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、

洪
水
、河
川
の
氾
濫
に
は
万
全
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
近
況
の
中
、次
の
点

に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。

花
の
建
設
、
涙
の
保
全

苓
北
中
学
校
1
年
　
森
　
ひ
な
た

　

今
日
、
町
議
会
を
傍
聴
し
に
行
っ
た
と
き
、
私

た
ち
が
着
い
た
時
間
帯
は
休
憩
中
の
、
と
て
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
で
し
た
。
し
か
し
、
議
会
が

ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
議
員
さ
ん
か
ら
「
返
答
に
な

っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
っ
か
り
答
え
て
く
だ

さ
い
よ
。
」
等
の
言
葉
が
見
ら
れ
、
本
気
の
想
い

が
伝
わ
り
町
へ
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
初
め
て
傍
聴
し
た
た
め
議
会
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
議
員
一
人
あ
た

り
30

分
以
内
の
一
般
質
問
が
あ
る
こ
と
。
す
べ
て

の
人
が
敬
語
を
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
議
長
が
会

の
流
れ
を
作
っ
て
い
る
こ
と
。
時
間
は
ベ
ル
で
知

ら
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

応
答
す
る
と
き
は
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
、
住
民

の
声
な
ど
の
色
々
な
デ
ー
タ
、
立
場
か
ら
考
え
ら

れ
て
お
り
、
熱
い
想
い
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
苓
北
町
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

苓
北
中
学
校
1
年
　
坂
口
　
杏
鈴

　

議
会
の
方
々
は
、
話
し
合
う
内
容
を
時
期
や
実

施
す
る
理
由
、
規
模
、
改
善
案
な
ど
を
具
体
的
に

し
て
話
し
合
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の

こ
と
を
考
え
、
イ
ノ
シ
シ
や
人
口
減
少
、
水
道
、

児
童
の
荷
物
の
負
担
な
ど
、
町
民
一
人
一
人
の
未

来
を
考
え
て
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
私
た
ち
が
書

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
も
考
え
る
材
料
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
を
知
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
荷
物
の
負

担
に
関
し
て
は
、
毎
朝
、
志
岐
の
町
の
道
路
に

3
6
5
日
、
立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
私
た
ち
の

安
全
を
見
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
発
言
で
き
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

苓
北
町
の
目
標
は
「
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
苓
北
町
」
で
あ
り
、
苓
北
町
が
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
良
く
な
る
の
か
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
の
た
め
の
話
し
合
い
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
私
が
苓
北
町
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
実
践
し
た
い
で
す
。

あ
ん
り


